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昭和39年10月20日

E廼蜜臨主購覇
( 9月末日現在〉 前月比
人口 5 5 ~3 8 (十11)
{男 26.809 (ムl6)
女 28.829 (+37) 
世帯数 H.457 (+17) 
転入 462 出生 89 
転出 507 死亡 33 
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-昭和33年4月22日第三種茸便物認可圃毎月3回1日.10日.20日発行田定価1部5円
・発行所大村市役所圃 編集人総務課長南野鹿松 田印刷所 つじ印刷所
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(こ

こ
を
と
じ
て
く
だ
さ
い
υ

L 
O 人

新
し
い
庁
舎
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た

十
月
十
二
日
か
ら

玖
島
崎
の
新
し
い
庁
舎
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す

新
庁
舎
の
案
内

新
庁
舎
で
の
事
務
の
取
り

扱
い
は
従
来
と
変
り
ま
せ
ん

が
、

課
な
ど
の
あ
る

と
こ
ろ

が
わ
か
ら
な
い
人
は
受
付
を

玄
関
近
く
に
設
け
て
い
ま
す

の
で
お
た
守

ね
く
だ
さ
い
。

市
民
課
で
で
き
る
仕
事

川
①
戸
籍
、
住
民
登
録
、
印
か

ん
登
録
、
主
食
配
給
、
外

国
人
登
録

②
市
営
住
宅
、
県
営
住
宅
の

入
居
申
込

③
助
産
費
、

葬
祭
費
、
支
給

申
請

の
受
付
と
支
給

④
自
酌
車
臨
時
運
行
許
可

⑤
汚
物
容
器
設
置
の
届
出

新
庁
舎
の
明
る
い
窓
口
で
用
件

一

を
す
ま
せ
る
人
々

一

⑥

火
葬
場
使
用
の
届
出

⑦
証
明
書
の
交
付
と
公
簿

の

閲
覧

③
児
童
生
徒
の
転
入
学
届
出

⑨
以
入
証
紙
の
購
入

水
道
部
と
事
業
謀
、
図
書

館
は
従
来
の
と

こ
ろ
に

あ

b

ま
す
が
、
中
央
公
民
館
の
事

務
室
は
も
と
の
教
育
委
員
会

の
あ
と
に
移
転

し
て
い
ま
す

電

話

昼
間
一の
電
話
番
号
は
一
二
一
一

一
番
、
夜
間
と
土
曜
の
午
後

日
曜

日
な

E
は
一
二

一
一
番

か
三

一一

二
番
で
す
。

パ
ス
の
停
留
所

パ
ス
を
利
用
し

て
ご
来
庁
の

、と
き
は
も
と
の

「
海
水
浴
場

入
口
」
(
市
役
所
前
)
で
治

b
て
く
だ
さ
い
。

塵璽璽霊聾
陸上自衛隊ではil月中の実弾射撃

をつぎのとおり行ないます。

実施場所=池田射撃場

実施日程=4日ー1目、 g日ー14日

16日-Z1日 24日-r8目 30日

〔
管
内
〕
男
子

旋
盤
工

・
溶

接
工
・
鉄
工
・
配
管
工
十
八

1
五

十
才
日
給
四
百

l
八
百
円
・
鉄
工

見
習
十
五

1
十
八
才
日
給
三
百
五

十
円
・

製
材
工

二
十
J

四
十
才
日

給
六
百
五
十

1
七
百
五
十
円
・

軽

三
輪

・
普
通

・
大
型
各
運
転
手
十

六
J
四
十
才
一
万
五
千

t
二
万
円

運
転
助
手
十
八

1
四
十
才
日
給
五

百
円
・

バ
イ
ク
修
理
工
見
習
十
五

1
二
十
才
七
千

i
一
万
円
・

営
業

係
二
十

1
四
十
才
一

万
三
千

l
二

万
円
・

庖
員
十
八

i
二
十
七
才
九

千

t
一
万
五
千
円
・

給
油
係
十
八

l
=一
十
才
一
万
一
千

l
一
万
五
千

円
・

料
理
見
習
十
五

l
二
十
才
住

込
手
取
五
千
円

女

子

一

般
事
務
十
七

t
四
十
才

八
千

i
一
万
円
以
上
・
居
員
十
七

l
二
十
三
才
八
千

t
九
千
円
・

家

事
手
伝
い
年
令
不
問
住
込
六
千
五

百

t
七
千
円
・
工
場
単
労
十
八

(

四
十
五
才
日
給
三
百

1
四
百
二
十

円

長
崎
県
警
察
官
の
募
集

受

付

十

一
月
五
日
ま
で

試
験
日

十
一
月
十
五
日

安
験
申
込
用
紙
は
大
村
警
察
岩

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
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開
閉
開
国

o
s
-
-
r
a
s
e
問
問
阿
国

o
s
l
r
a
s
e

-
精
薄
児
一
に
養
育
費
を

支
給

本
年
九
月
一
日
に
重
度
精

神
簿
弱
児
扶
養
手
当
法
が
施

行
さ
れ
二
十
才
未
満
で
精
神

の
発
達
が
遅
滞
し
て
い
る
た

め
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時

介
護
を
必
要
と
す
る
程
度
の

扶
態
に
あ
る
人
を
監
護
し
て

お
ら
れ
る
父
母
ま
た
は
養
育

者
に
対
し
一
大
に
つ
き
月
額

千
円
が
九
月
分
よ
り
支
給
さ

れ
る
こ
と
に
左
・
り
ま
し
た
。

該
当
す
る
方
は
早
急
に
福

祉
事
務
所
に
認
定
請
求
を
出

し
て
下
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
福
祉
事
務

所
に
問
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

圃
狩
猟
講
習
会

三
十
九
年
度
才
二
回
目
の

狩
猟
者
講
習
会
が
つ
ぎ
の
と

治

hJ
行
な
わ
れ
ま
す
。

マ
受
講
対
象

利
三
十
九
年
度
の
狩
猟
免
許

を
受
け
よ
う
と
す
る
人
で

昭
和
三
十
八
年
度
お
よ
び

三
十
九
年
度
の
狩
猟
者
講

習
を
修
了
し
て
い
な
い
人

同
三
十
九
年
度
の
狩
猟
者
講

習
会
に
九
掛
け
る
芳

h
k
合

格
し
な
か
っ
た
人
で
一再
度

「
交
通
安
全
都
市
」
を
宣
言

昭和33年4月22日第三種郵便物認可

受
講
を
希
望
す
る
人

マ
受
講
科
目

ω狩
猟
に
関
す
る
法
令

ω狩
猟
鳥
獣
の
判
別

ω猟
具
の
取
り
扱
い

在
お
講
習
終
了
後
考
査
が

行
な
わ
れ
、
合
格
者
に
終
了

証
明
書
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

マ
開
催
場
所
と
日
時

ω日
時

十

月

三
十
日

ω場
所

長

崎

市
築
町

中
央
公
民
館

午
前
十
時
か
ら

大
村
市
は
、
全
市
民
、が
協
力
し
て
交
通
事
故
を
な
く
し
、
安
全
で
住
み
よ
い
都
市
づ
く
り
を
す
る
た
め
、

十
月
十
五
日
市
議
会
の
承
認
を
得
て
、
『
交
通
安
全
都
市
』
を
宣
言
し
ま
し
た
。

市
民
の
み
な
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
は
交
通
事
故
を
起
さ
ず
、
被
害
を
受
け
な
い
よ
う
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う

福
祉
年
金
の
請
求
は

す

み

ま

し

た

か

昭
和
三
十
四
年
十

一
月
ψ

一

一
，自
に
す
で
に
七
十
才
を
こ
一支

マ
'て
い

る
人
ゃ
、
円
で
と
い
身
一枠

一一
，障
害
の
点
、
ま
た
ご
~主
み
を

う
，亡
く
さ
れ
母
子
世
帯
の
拭
態

に
あ
る
人
で
、
年
金
を
込町
り

え
る
資
格
が
あ
り
・
な
が
ら
請

求
の
手
続
を
せ
?
に
今
年
の
た
方
も
五
件
:間
請
求
せ
や
J

に

ま

た

請

求

手

続
を
す
ま
せ

十
一
月
一
日
ま
で
放
置
し
て
い
る
と
時
効
K
か
か
っ

て
請

証
書
を
も
ら
い
年
金
を
う
け

お
く
と
年
金
を
う
け
ら
れ
な

求

が

で

き

な

く

な

り

ま

す

。

ら

れ

る

に

か

か

わ
ら
歩
支
払

い
よ
う
に
な
る
ば
か
‘り
か
請

‘
福
祉
年
金
に
該
当
さ
れ

る

を

う

け

て
い
な
い
場
合
も
同

求
す
る
、権
利
駐
在

/γ
な
が
ま

・
方
は
一
刻
も
平

V
市
役
所

保

じ

よ

う

に
五
年
で
支
払
い
を

す
o

a

よ

一

i

~

険
年
金
課
で
請
求
の
手
続
を

う

け
る
権
利
が
な
く
な
り
ま

ま
た
福
祉
年
金
が
始
ま
つ

ム
示
ま

せ

て

く

だ

さ

い

。

す

。

た
昭
和
.三
十
四
年
十
二
月
一

フ

，
'自
分
は
該
当
す
る

の
一死
4
0

‘
一‘
せ
っ
か
く
の
年
金
で
歩
か

日
以
後
そ
れ
ぞ
れ
の
一
福
祉
年
う
か
と
思
わ
孔
，る
方
も
遠
慮

ら
時
効
で
な
く
さ
な
い
よ
う

金
を
請
求
す
，る
権
利
の
生
じ

r

な
く
お
た
十
ね
ぐ
だ
さ
い
p
i
1
t

陀
注
意

b
ま
し
ょ
・う
?
'

、.

4‘、

、

自衛隊の運動会

l 陸上自衛隊大村駐とん部

j隊では、 市民の皆様と隊員

!との交歓をはかるため、楽

しい行事を次のと治り盛大

に行主主います。市民の皆様

多数おでかけください。

b創立記念前夜祭

10月31日 6時から

大村市中央公民館

c>創立記念式典と大運動会

11月1日時半から

大村駐とんm隊

マ
手
数
料
五
百
円

マ
携
帯
品
筆
記
具
、
上
半

身
写
真

一
枚

十
月
は
国
民
年
金
保
険
料

七
月
八
月
丸
月
分
の
納
期

の
月
で
す
。

保
険
料
を
滞
納
し
て
い
ま

す
と
、
途
中
で
思
わ
ぬ
事
故

が
起
っ

た
と
き
で
も
母
子
年

金
、
障
害
年
金
な
ど
が
う
け

ら
れ
な
く
左
り
ま
す
の
で
、

保
険
料
は
毎
月
き
ち
ん
と
納

め
ま
し
ょ
う
。

国
無
縁
墓
地
の
改
葬

所届届市墓
J市、出出:大ご地
一民:先期、嶺 所
一課? 日町よ在
山 東 地
口十分
一県 ー.字.山
、美 月 久口
一称十ご保県
ベ市日二前 美
， ，役 称

-

十

一

月

一

日

か

ら

十

一
月
十
日
ま
で
の
十
日

間
、
「
納
税
者
の
声
を

き
く
句
問
」
が
全
国
的

に
行
な
わ
れ
ま
す
。

税
務
署
の
課
税
や
徴
収
に

不
服
の
あ
る
方
、
ま
た
取
b

扱
い
に
不
平
不
満
の
あ
る
方

は
ど
し

E
し
「
協
議
団
」
ま

た
は
「
税
務
相
談
所
」
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
県
内
に
は

協
議
固
と
税
務
相
談
所
は
長

崎
市
大
黒
町
九
ノ
二
十
二
大

久
保
ピ
ル
内
に
あ
り
ま
す
G

-
直
接
沿
い

T
に
な
っ
て
も

一結
構
で
す
し、

郵
便
や
電
話

-
で
一照
会
さ
れ
て
-も
'か
ま
い
ま

せ
ん
D

な
お
、
料
金
は
い
り
ま
せ

ん
b
治
吉
選
慮
掻
く
・ご
刺
用

に
だ
さ
い怖
心心仁
川一
'
v
，J


